
（事業の推進体制）・体制図等

有害鳥獣による農作物被害

農業担い手の減少

集落機能の低下

事 業 内 容

（1）鹿革・肉の製品開発

（2）デザイン・パッケージ作成

（3）新たな販売システム構築

（4）販売促進事業

有害鳥獣の有効利用が図られることで、

①農業の担い手で組織される「えびの市

鹿有効利用推進協議会」の所得向上

②継続的な捕獲

農業所得・生産意欲の低下

有害鳥獣による農作物被害の減

農業所得・生産意欲の向上

農業担い手の確保

集落機能の増進・活性化



えびの市鹿産品開発協議会

（総戸数12戸、うち農家数4戸、非農家8戸）

製品開発・販売

（新たな雇用の創出）
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えびの市鹿有効利用推進協議会（猟友会）

（総戸数13戸、うち農家戸数12戸、非農家1戸）

有害鳥獣の捕獲

猟友会担い手の増
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